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体
育
館
、
各
公
民
館
の
窓
口
ま
た
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
可
。

当
日
、
自
由
に
参
加
で
き
ま
す

【
チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
ポ
ー
ツ
】

　
誰
で
も
自
由
に
参
加
で
き
印
西
市

の
一
番
を
決
定
し
ま
す
。

噛
フ
リ
ー
ス
ロ
ー

噛
逆
立
ち
歩
行

噛
大
ボ
ー
ル
投
げ

噛
マ
ッ
ス
ル
ト
ラ
イ
ア
ル

噛
ア
プ
ロ
ー
チ
シ
ョ
ッ
ト

噛
一
輪
車
タ
イ
ム
レ
ー
ス

【
見
る
ス
ポ
ー
ツ
】

　
正
午
か
ら
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
観
客

席
で
さ
ま
ざ
ま
な
演
技
を
見
な
が
ら

昼
食
を
お
と
り
く
だ
さ
い
。

　
演
技
内
容
は
当
日
い
ら
し
て
か
ら

の
お
楽
し
み
で
す
。

【
体
験
ス
ポ
ー
ツ
】

噛
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

噛
卓
球

噛
ス
ラ
ッ
ク
ラ
イ
ン

【
そ
の
ほ
か
】

噛
体
力
測
定

噛
体
組
成
診
断

噛
健
康
相
談
コ
ー
ナ
ー

噛
心
肺
蘇
生
A
E
D
体
験

噛
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
テ
ィ
ー
ボ
ー
ル

大
会

噛
弓
道
協
会
公
開
練
習

噛
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
（
先
着
　
組
　

20

40

人
）

※
当
日
は
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行
し

ま
す
（
運
行
表
は
『
広
報
い
ん
ざ
い
』

　
月
1
日
号
に
掲
載
）。

10【
注
】
イ
ベ
ン
ト
開
催
の
た
め
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
の
利
用

は
午
後
3
時
か
ら
と
な
り
ま
す
。

※
　
月
9
日
蚊
は
、
市
民
を
対
象
に

10
有
料
体
育
施
設
を
無
料
（
要
予
約
）

と
し
て
い
ま
す
。

■問 
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
振
興
班
（
〒
2

7
0
―
1
3
6
7
印
西
市
浦
部
2
7

5
・
松
山
下
公
園
総
合
体
育
館
内
・

緯
碓42 
8
4
1
7
）。

■他 
体
育
館
用
シ
ュ
ー
ズ
を
持
参
。

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

胸
松
山
下
公
園
1
周
マ
ラ
ソ
ン

　
さ
わ
や
か
な
秋
空
の
下
、
松
山
下

公
園
敷
地
内
コ
ー
ス
1
・
5
㎞
を
走

り
ま
す
。

煙
小
学
生
以
下
の
部
…
■定 
　
人
。
午

50

前
　
時
ス
タ
ー
ト
。

11
煙
中
学
生
以
上
の
部
…
■定 
　
人
。
午

50

後
1
時
　
分
ス
タ
ー
ト
。

30

胸
親
子
障
害
物
リ
レ
ー

　
親
2
人
、
子
ど
も
2
人
で
バ
ラ
ン

ス
、
軽
快
さ
が
勝
負
の
障
害
物
リ

　
去
る
7
月
　
日
、
小
林
士
郎
教
授

13

（
日
本
医
科
大
学
千
葉
北
総
病
院
脳
神

経
セ
ン
タ
ー
長
）
に
よ
る
講
演
会
が
、

印
旛
中
で
開
催
さ
れ
、
生
徒
・
保
護
者

の
み
な
さ
ん
が
多
数
参
加
し
ま
し
た
。

　
講
演
の
中
で
、
小
林
教
授
は
「A

C
T

―F
A
S
T

」、
周
囲
の
人
に
｢
顔
の
片

側
が
ゆ
が
む
（F

a
c
e

）」、「
片
腕
の
ま

ひ
（A

rm

）」、「
言
葉
が
出
な
い
（S

p

e
e
c
h

）」の
症
例
を
見
た
ら
、「
一
秒
で

も
早
く
（T

im
e

）」、「
す
ば
や
く
行
動

（A
c
t

）」
と
オ
シ
ム
氏
（
元
サ
ッ
カ
ー

日
本
代
表
監
督
）
や
イ
ギ
リ
ス
政
府
広

報
の
動
画
も
交
え
早
期
発
見
・
治
療
の

重
要
さ
を
提
示
。
参
加
者
も
熱
心
に
聞

き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
質
疑
応
答
で
は
、
脳
卒
中
の
防
止
や

身
近
に
起
こ
っ
た
場
合
の
説
明
も
あ
り
、

盛
況
の
内
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

人口
男
女
世帯

……
……
……
……

９１，２１３
４５，３９７
４５，８１６
３３，４０２

人
人
人
世帯

（
（
（
（

＋１０２
＋　６９
＋　３３
＋　６５

）
）
）
）
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ス
ポ
ー
ツ
の
秋
で
す
。
身
体
を
動

か
し
て
さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
ま
せ

ん
か
。
最
近
、
運
動
不
足
だ
な
と
感

じ
て
い
る
人
、
た
ま
に
は
ス
ポ
ー
ツ

で
も
や
り
た
い
な
と
思
っ
て
い
て
も
、

な
か
な
か
機
会
が
な
い
人
は
、
参
加

し
て
も
楽
し
い
、
見
て
も
楽
し
い

「
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
2
0
1
1
」
に
、

ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

胸
開
催
日
…
　
月
9
日
蚊
・
開
会
式

10

9
時
　
分
～
。

45

※
雨
天
の
場
合
、
屋
外
種
目
を
除
き

実
施
。

■場 
松
山
下
公
園
総
合
体
育
館
ほ
か
。

レ
ー
。
大
人
と
子
ど
も
の
年
の
差
が

　
歳
以
上
な
ら
親
子
じ
ゃ
な
く
て
も

20可
。
友
達
の
家
族
と
一
緒
の
参
加
で

も
大
丈
夫
で
す
。

■定 
　
組
。
午
後
2
時
　
分
ス
タ
ー
ト
。

30

30

胸
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
エ
ア
ロ

■時 
午
前
　
時
～
。
■定 
　
人
。

10

20

胸
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ヨ
ガ

■時 
午
前
　
時
　
分
～
。
■定 
　
人
。

11

15

20

胸
ス
ト
レ
ッ
チ
ポ
ー
ル

■時 
午
後
1
時
～
。
■定 
　
人
。

20

胸
婚
活
テ
ニ
ス
大
会

　
チ
ャ
ン
ス
は
自
分
の
手
で
。
独
身

男
女
各
　
人
に
よ
る
テ
ニ
ス
大
会
。

16

胸
ハ
イ
ハ
イ
レ
ー
ス

■時 
午
前
　
時
、
午
後
1
時
。
■対 
1
歳

10

未
満
幼
児
と
保
護
者
。
■定 
各
　
組
。

25

胸
ヨ
チ
ヨ
チ
レ
ー
ス

■時 
午
前
　
時
　
分
、
午
後
1
時
　
分
。

10

30

30

■対 
2
歳
未
満
幼
児
と
保
護
者
。
■定 
各

　
組
。

25胸
就
学
前
児
童
　
ｍ
競
走

20

■時 
午
前
　
時
、
午
後
2
時
。
■定 
　
組
。

11

25

■申 
各
競
技
と
も
、
9
月
　
日
峨
ま
で

27

に
松
山
下
公
園
総
合
体
育
館
に
提
出

（
い
ず
れ
の
競
技
も
先
着
順
・
郵
送

可
）。

※
申
込
用
紙
は
、
松
山
下
公
園
総
合

　
市
で
は
、
市
民
と
行
政
の

協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
、「
企
画
提

案
型
協
働
事
業
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
第
2
次
審
査

を
通
過
し
た
企
画
提
案
の
公

開
審
査
会
（
第
3
次
審
査
）

を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

「平成23年度企画提案型協働事業」

■時 
　
月
6
日
牙
・
午
後
2
時

10
～
5
時
。

■場 
文
化
ホ
ー
ル
（
大
森
）。

■定 
　
人
（
当
日
先
着
順
）。

30
■問 
市
民
活
動
推
進
課
市
民
活

動
支
援
班
（
緯
内
線
3
4

5
・
■メール sim

in
k
atu
d
o
u

@
m
l.c
ity
.in
za
i.c
h
i

b
a.jp

 ）。

 ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
　
を
開
催

2011

10月9日蚊

N

●松山下公● 松山下公園園

JR木下JR木下駅駅

日だまりの日だまりの丘丘

総合体育総合体育館館

陸上競技陸上競技場場

野球野球場場
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ピクニック広ピクニック広場場

わんぱく広わんぱく広場場
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テニスコーテニスコートト

駐車駐車場場
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木下方

面
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 勇気ある救助と迅速な応急処置を称えて

吉井氏、岩井氏、栄氏に消防表彰

　
去
る
8
月
　
日
、
印
西
地
区
消
防

11

組
合
消
防
本
部
で
、
消
防
表
彰
が
行

わ
れ
、
吉
井
広
宣
氏
（
小
林
・
写
真

左
）、
岩
井
勝
利
氏
（
荒
野
・
写
真

中
央
）、
栄
雅
彰
氏
（
小
林
大
門
下
・

写
真
右
）
の
3
人
に
感
謝
状
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
表
彰
は
、
吉
井
氏
と
岩
井

氏
の
両
氏
に
つ
い
て
は
、
小
林
で
発

生
し
た
建
物
火
災
で
、
逃
げ
遅
れ
た

女
性
を
救
助
し
た
功
績
を
称
え
、
栄

氏
に
つ
い
て
は
、
テ
ニ
ス
練
習
中
に

倒
れ
た
男
性
に
、
い
ち
早
く
応
急
処

置
を
開
始
し
適
切
な
救
急
救
護
を

行
っ
た
功
績
を
称
え
る
も
の
で
す
。

▼松山下公園の位置

▲「スポーツフェス2011」の会場図

公開審査会（第3次審査）を
開催

どこまでまげられる？「体力測定」で自どこまでまげられる？「体力測定」で自分分
の体力を測ってみてはいかの体力を測ってみてはいかがが

講
演
会
「
脳
卒
中
に
な
ら
な
い
た
め
に

 講
演
会
「
脳
卒
中
に
な
ら
な
い
た
め
に
」」

 日
本
医
科
大
学
千
葉
北
総
病
院
脳
神
経
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
小
林
士
郎
教
授
が
印
旛
中
で
教
育
講
演

▲講演中の小林教授（写真最右）

まつりの広まつりの広場場



■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

印西市役所緯碓42 5111　　http://www.city.inzai.chiba.jp

凡
例
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家
庭
教
育

　
　
　
シ
ア
タ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
テ
ー
マ
に
即
し
た
映
画
を
鑑
賞
後
、

参
加
者
同
士
で
意
見
交
換
な
ど
を
し

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
た
ち
の
価
値
観

を
理
解
し
合
い
、
家
庭
教
育
の
充
実

を
図
る
講
座
で
す
。

■時 
会
場
・
テ
ー
マ
・
上
映
作
品
…
下

表
。
い
ず
れ
も
午
前
　
時
～
　
時
　

10

11

30

分
。

■対 
家
庭
教
育
に
関
心
の
あ
る
人
。

■定 
　
人
。

20
■申 
電
話
で
左
記
ま
で
（
先
着
順
）。

※
詳
し
く
は
左
記
ま
で
。

■問 
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
（
中
央
公

民
館
内
・
緯
碓42 
2
9
1
1
）。

　
ク
リ
ス
マ
ス
に
ち
な
ん
だ
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
用
意
し
た
ク
ラ
シ
ッ
ク
・
コ

ン
サ
ー
ト
で
す
。
家
族
そ
ろ
っ
て
楽

し
み
ま
せ
ん
か
。

■時 
　
月
　
日
蚊
・
午
前
　
時
開
演

12

18

11

（
開
場
は
　
時
　
分
～
）。

10

30

胸
入
場
料
…
一
般
1
街
5
0
0
円
、

子
ど
も
（
0
歳
か
ら
小
学
生
ま
で
）

5
0
0
円
（
全
席
指
定
・
発
売
初
日

の
み
1
人
6
枚
ま
で
）。

※
障
害
者
割
引
は
一
般
料
金
よ
り
5

0
0
円
引
き
（
小
学
生
以
下
の
障
害

者
割
引
は
あ
り
ま
せ
ん
）。
チ
ケ
ッ

ト
購
入
の
際
、
障
害
者
手
帳
な
ど
に

よ
る
確
認
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※
チ
ケ
ッ
ト
は
、
各
プ
レ
イ
ガ
イ
ド

で
　
月
2
日
蚊
・
午
前
9
時
か
ら
発

10
売
開
始
。
残
券
が
あ
る
場
合
は
　
月
10

4
日
峨
か
ら
文
化
ホ
ー
ル
の
み
で
電

話
受
け
付
け
開
始
。

1２/１８
（日）

コ
ン
サ
ー
ト
・
フ
ォ
ー
・
キ
ッ
ズ
～
０
歳
か
ら
の
ク
ラ
シ
ッ
ク

「
ク
リ
ス
マ
ス
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
コ
ン
サ
ー
ト
」

10/12
（水）

　
堅
実
な
姉
と
、
自
由
奔
放
な
弟
と

の
関
係
を
、
優
し
く
切
々
と
う
た
い

あ
げ
る
物
語
で
す
。

出
演
…
吉
永
小
百
合
、
笑
福
亭
鶴
瓶
、

蒼
井
優
ほ
か
。
監
督
…
山
田
洋
次
。

■時 
　
月
　
日
我
・
午
後
2
時
開
演

10

12

（
開
場
は
1
時
　
分
～
）。

30

■費 
無
料
（
全
席
自
由
）。
た
だ
し
整

理
券
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※
9
月
　
日
我
・
午
前
9
時
か
ら
文

21

化
ホ
ー
ル
、
各
公
民
館
、
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

そ
う
ふ
け
ふ
れ
あ
い
の
里
で
整
理
券

を
配
布
し
ま
す
。

　
ミ
リ
映
画
会
「
お
と
う
と
」

１６

10/29
（土）

　
実
力
派
女
性
シ
ン
ガ
ー
、
青
山
テ

ル
マ
と
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
の
童
子
―
Ｔ

に
よ
る
ラ
イ
ブ
。

■時 
　
月
　
日
臥
・
午
後
5
時
開
演

10

29

（
開
場
は
4
時
　
分
～
）。

30

■費 
4
街
5
0
0
円
（
全
席
指
定
）。

未
就
学
児
の
入
場
は
不
可
。

※
文
化
ホ
ー
ル
販
売
分
の
み
小
・
中

学
生
、
障
害
者
は
5
0
0
円
引
き
。

購
入
の
際
、
学
生
証
・
障
害
者
手
帳

な
ど
に
よ
る
確
認
を
実
施
。

※
チ
ケ
ッ
ト
は
、
文
化
ホ
ー
ル
、
チ

ケ
ッ
ト
ぴ
あ
、
ロ
ー
ソ
ン
チ
ケ
ッ
ト
、

イ
ー
プ
ラ
ス
で
販
売
中
。

青
山
テ
ル
マ
＆
童
子
―
Ｔ

　
ス
ペ
シ
ャ
ル
・
ラ
イ
ブ
2
0
1
1

文化ホール
小林公民館

そうふけ公民館
印旛公民館
本埜公民館

プレイガイド

■問 文化ホール
（緯碓４２ ８８１１）

※
各
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
で
売
り
切
れ
の

際
は
、
文
化
ホ
ー
ル
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

※
電
話
予
約
の
受
け
付
け
は
、
文
化

ホ
ー
ル
の
み
で
す
。

講
座
・
催
し

■問 
印
西
市
教
育
セ
ン
タ
ー
（
緯
碓47 
0

4
0
0
）。

里
山
散
策
会
「
秋
風
と
と
も
に
」

【
パ
ー
ト
英
】
白
井
と
船
橋
の
市
境

に
広
が
る
里
山
お
よ
び
船
橋
県
民
の

森
の
中
を
散
策
し
ま
す
。
森
の
中
で

野
外
一
人
芝
居
（
中
井
浩
之
氏
・
演

題
「
走
れ
メ
ロ
ス
」）
の
鑑
賞
あ
り
。

■時 
　
月
　
日
蚊
・
午
前
9
時
　
分
～
。

10

16

30

■場 
北
総
線
白
井
駅
前
に
集
合
。

【
パ
ー
ト
衛
】
印
旛
・
松
虫
寺
の
近

く
の
谷
津
田
を
散
策
し
、
後
半
は
社

会
福
祉
法
人
「
印
旛
学
舎
松
虫
」
を

訪
問
し
ま
す
。

■時 
　
月
　
日
我
・
午
前
9
時
　
分
～
。

10

26

30

■場 
北
総
線
印
旛
日
医
大
駅
前
に
集
合
。

※
雨
天
中
止
。

■対 
い
ず
れ
も
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
。

■定 
い
ず
れ
も
　
人
程
度
（
要
申
し
込

30

み
）。

■費 
パ
ー
ト
英
…
2
0
0
円
、
パ
ー
ト

衛
…
1
0
0
円
。
い
ず
れ
も
保
険

料
・
資
料
代
な
ど
。

■他 
飲
み
物
、
弁
当
、
双
眼
鏡
な
ど
持

参
。

■申 
事
前
に
左
記
へ
（
先
着
順
）。

■問 
印
西
ウ
エ
ッ
ト
ラ
ン
ド
ガ
イ
ド
・

阿
部
（
緯
／
胃
碓47 
1
4
5
5
）。

1
時
。

■場 
永
治
プ
ラ
ザ
。

噛
講
師
…
中
川
和
秀
氏
、
林
好
子
氏

（
印
旛
地
域
米
粉
普
及
会
佐
倉
市
部

会
）。

■定 
　
人
。　

12
■費 
8
0
0
円
（
材
料
費
）。

■他 
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き
ん
、
筆
記
用

具
を
持
参
。

■申 
電
話
で
左
記
ま
で
（
先
着
順
）。

■問 
永
治
プ
ラ
ザ
（
緯
碓42 
1
1
0
1
）。

親
子
里
山
観
察
会

　
森
林
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
み
な

さ
ん
と
、
親
子
で
草
深
の
秋
の
里
山

観
察
や
ク
ラ
フ
ト
活
動
を
し
ま
し
ょ

う
。

■時 
　
月
　
日
臥
・
午
前
9
時
～
正
午
。

10

15

※
小
雨
決
行
。

■場 
そ
う
ふ
け
の
森
。

※
そ
う
ふ
け
ふ
れ
あ
い
の
里
に
集
合
。

■対 
市
内
小
・
中
学
生
と
そ
の
保
護
者

（
幼
児
が
含
ま
れ
て
い
て
も
可
）。

■定 
　
組
。

20
■費 
　
円
（
保
険
代
）。

50
■申 
事
前
に
臼
住
所
渦
氏
名
嘘
学
校
名

唄
学
年
欝
電
話
番
号
を
電
話
で
左
記

ま
で
（
先
着
順
）。

※
詳
し
く
は
左
記
ま
で

人
生
の
最
期
を
自
分
ら
し
く

ど
う
迎
え
る
か
～
葬
儀
・
遺
言
～

　
葬
儀
や
遺
言
、
お
墓
な
ど
の
問
題

に
つ
い
て
、
専
門
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

が
解
説
し
ま
す
。

市指定無形民俗文化財
「いなざき獅子舞」

　いなざき獅子舞は、秋の豊作への感謝と子孫繁栄の願いが込め
られ、和泉の鳥見神社へ奉納されます。
　三匹獅子と
道化の舞をぜ
ひご覧くださ
い。
■時 9月 23日
華・午後2時
～。
■場 和泉鳥見神
社。
■問 生涯学習課
文化班（緯内
線５４４）。

胸家庭教育シアターフォーラム胸

テーマ・上映作品会場実施日

家庭教育と地域の支え・
「いのち輝くとき」中央公民館10月5日我

人権、いじめ、差別・
「ソーテサワサワ」

小林
コミュニティ
プラザ

10月19日我

■時 
　
月
　
日
我
・
午
後
1
時
　
分
～

10

26

30

3
時
　
分
。

30

■場 
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
竹
袋
）。

噛
講
師
…
齋
藤
喜
代
美
氏
（
金
融
広

報
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
シ
ニ
ア
ラ
イ
フ

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）。

■定 
　
人
。

30
■費 
無
料
。

■申 
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
で
左
記
ま
で

（
先
着
順
）。

■問 
経
済
政
策
課
経
済
政
策
班
（
緯
内

線
3
5
5
・
■メール k

e
ise
ik
a@
m
l.c

ity
.in
zai.ch

ib
a.jp

）。

異
文
化
理
解
講
座

　
市
内
在
住
の
外
国
人
と
共
に
安
心

し
た
暮
ら
し
が
送
れ
る
よ
う
、
異
文

化
を
理
解
す
る
た
め
の
講
座
を
開
催

し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■内 
市
内
小
・
中
学
校
に
勤
務
す
る
Ａ

Ｌ
Ｔ
（
外
国
人
英
語
講
師
）
が
、
母

国
の
生
活
や
文
化
を
英
語
で
紹
介
す

る
（
通
訳
あ
り
）。

■時 
　
月
　
日
画
・
午
後
2
時
～
3
時

10

21

　
分
。

30■場 
小
林
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
。

噛
講
師
…
テ
ィ
ナ
　
パ
レ
ン
テ
氏

（
ア
メ
リ
カ
出
身
）。

■定 
　
人
。

30
■費 
無
料
。

■申 
電
話
で
左
記
ま
で
（
先
着
順
）。

■問 
企
画
政
策
課
企
画
政
策
班
（
緯
内

線
4
7
3
）。

米
粉
料
理
講
習
会

　
米
粉
を
使
っ
て
、
プ
レ
ー
ン
パ

ン
・
シ
チ
ュ
ー
と
ブ
ラ
マ
ン
ジ
ュ
を

作
り
ま
す
。

■時 
　
月
　
日
我
・
午
前
　
時
～
午
後

10

19

10

ゴミはルールを守って
出しましょう

本埜地区の有害ごみ・資源物
の収集曜日を変更

　本埜地区の有害ごみ・資源物収集曜日が、10月1
日臥から変更されます。
臼有害ごみ
　変更前【第1・3土曜日】
　　　　　　　　　閣　変更後【第1・3水曜日】
渦資源物
　変更前【月・土曜日】　閣　変更後【月曜日】
■問 印西地区環境整備事業組合（緯碓46 2732）、クリー
ン推進課クリーン推進班（緯内線383）。

パート英



印西市役所緯碓42 5111　　http://www.city.inzai.chiba.jp

■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

凡
例

4
時
。

■場 
さ
わ
や
か
ち
ば
県
民
プ
ラ
ザ
（
柏

市
）。

噛
講
師
…
【
基
調
講
演
】
江
原
由
美

子
氏
（
首
都
大
学
東
京
副
学
長
）、

【
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
】村
田
桂
子
氏

（
大
和
証
券
株
式
会
社
松
戸
支
店
長
）、

二
宮
大
祐
氏
（
イ
オ
ン
リ
テ
ー
ル
株

式
会
社
人
事
部
長
）。

■定 
1
0
0
人
。

■費 
無
料
。

※
託
児
あ
り
（
要
事
前
申
し
込
み
）。

■申 
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
記
入

し
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
メ
ー
ル
、
電
話

で
左
記
へ
（
先
着
順
）。　

■問 
ち
ば
県
民
共
生
セ
ン
タ
ー
東
葛
飾

セ
ン
タ
ー
（
緯
0
4
―
7
1
4
0
―

8
6
0
2
・
胃
0
4
―
7
1
4
0
―

8
6
0
4
・
■メール k

-k
o
za
＠
m
z.p
r

e
f.ch
ib
a.lg
.jp

）。

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
ち
ば
出
張
版

怯
「
応
募
書
類
セ
ミ
ナ
ー
　
白
井
」

in

＆
ち
ょ
こ
っ
と
相
談

　
若
者
の
就
職
支
援
施
設
「
ジ
ョ
ブ

カ
フ
ェ
ち
ば
」
と
白
井
市
・
印
西

市
・
鎌
ヶ
谷
市
の
3
市
が
共
催
で
、

ナ
ー
と
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

■時 
　
月
　
日
峨
。

10

18

①
セ
ミ
ナ
ー
…
午
前
　
時
～
　
時
　

10

12

30

分
。

②
生
活
就
労
相
談
会
…
午
後
1
時
　30

分
～
、
2
時
　
分
～
、
2
時
　
分
～
、

10

50

3
時
　
分
～
。

30

■場 
ふ
れ
あ
い
文
化
館
（
原
）。

■対 
お
お
む
ね
　
～
　
歳
。

40

65

■定 
①
　
人
②
8
人
（
男
女
年
齢
問
わ

30

ず
）。

※
午
前
ま
た
は
午
後
の
み
の
参
加
可
。

■申 
　
月
　
日
画
ま
で
に
、
電
話
で
市

10

14

経
済
政
策
課
（
緯
内
線
3
5
5
）
ま

で
。

■問 
千
葉
県
求
職
者
総
合
支
援
セ
ン

タ
ー
（
緯
0
4
3
―
 2
4
5
―
9
4

2
0
）。

共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
　
　
　
東
葛
飾
２
０
１
１

in

　
基
調
講
演
や
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン

を
行
い
ま
す
。

　
特
に
、
女
性
が
活
躍
で
き
る
企
業

を
求
め
る
就
職
活
動
中
の
学
生
や
そ

の
家
族
に
と
っ
て
役
立
つ
内
容
で
す
。

■時 
　
月
　
日
臥
・
午
後
1
時
　
分
～

10

22

30

献血にご協力献血にご協力をを

　秋風を受け、健康的に体を動かす「北総ウォーク」を楽し
みませんか。今回のコースは、千葉ニュータウン中央駅をス
タートし、ニュータウン周辺に広がる豊かな自然や白井市の西
福寺、薬王寺などの 古刹 も巡りながら、県立北総花の丘公園へ

こさつ

と向かう約13娃のコースです。
　なお、当日は、県立北総花の丘公園において、「花と緑のフェ
スティバル2011」も開催される予定です。
■時 10月8日臥・午前9時～10時30分（地図配布後、順次出
発）。
※小雨決行。荒天時は中止。
■場 北総線千葉ニュータウン中央駅自由通路に集合。
■費 無料。
■内 コース…千葉ニュータウン中央駅→十余一公園→西福寺→薬
王寺→熱田ヶ池公園→熱田神社→妙福寺→県立北総花の丘公園。
■他 参加者全員に「北総ウォーク参加記念バッジ」を進呈。完歩
者には完歩証と飲み物を進呈。
■申 当日現地で受け付け。
■問 北総鉄道㈱運輸部（緯047―445―7161・■ＨＰ http://www.ho
kuso-railway.co.jp）。

（３）平成２３年（２０１１）９月１５日号

応
募
書
類
の
基
本
的
な
書
き
方
、
注

意
点
や
ポ
イ
ン
ト
を
学
び
、
さ
ら
に

魅
力
的
な
志
望
動
機
と
は
何
か
を
知

る
も
の
で
す
。

※
セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
、
ち
ょ
こ
っ
と

相
談
（
1
人
　
分
程
度
）
を
行
い
ま

10

す
。
希
望
す
る
人
は
予
約
時
に
申
し

出
て
く
だ
さ
い
（
先
着
8
人
）。

　
ま
た
、
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
に
登
録
の

企
業
求
人
情
報
一
覧
の
閲
覧
も
で
き

ま
す
。

■時 
9
月
　
日
牙
・
午
後
1
時
　
分
～

29

30

4
時
（
開
始
　
分
前
に
集
合
）。

10

※
ち
ょ
こ
っ
と
相
談
は
午
後
4
時
～

5
時
。

■場 
白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー
。

■対 
就
職
を
考
え
て
い
る
　
～
　
歳
の

15

39

人
。
次
の
よ
う
な
人
に
お
勧
め
の
セ

ミ
ナ
ー
で
す
。

▼
応
募
書
類
の
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を

知
り
た
い

▼
履
歴
書
、
職
務
経
歴
書
、
添
え
状

の
書
き
方
が
分
か
ら
な
い

▼
魅
力
的
な
志
望
動
機
を
書
く
際
の

注
意
点
が
知
り
た
い

▼
基
本
を
確
認
し
、
書
類
の
見
直
し

を
し
た
い

■定 
　
人
。

20
■申 
電
話
で
左
記
へ
（
先
着
順
）。

怯
「
応
募
書
類
診
断
　
白
井
」

in

　
み
な
さ
ん
の
履
歴
書
・
職
務
経
歴

書
・
添
え
状
な
ど
を
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
が
個
別
に
チ
ェ
ッ
ク
し
、

添
削
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
す
。

■時 
　
月
　
日
我
・
1
人
　
分
間
で
、

10

12

20

次
の
開
始
時
間
で
対
応
臼
午
後
1
時

　
分
渦
午
後
2
時
嘘
午
後
2
時
　
分

30

30

唄
午
後
3
時
欝
午
後
3
時
　
分
蔚
午

30

後
4
時
（
開
始
　
分
前
に
集
合
）。

10

■場 
白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー
。

■対 
就
職
を
考
え
て
い
る
　
～
　
歳
の

15

39

人
。
次
の
よ
う
な
人
に
お
勧
め
の
セ

ミ
ナ
ー
で
す
。

▼
応
募
書
類
を
本
格
的
に
書
く
の
は

初
め
て

▼
現
在
ま
で
書
類
の
チ
ェ
ッ
ク
を
受

印
西
市
女
性
の
会

　
　
　「
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
体
操
」

　
音
楽
に
合
わ
せ
て
簡
単
な
ス
テ
ッ

プ
を
踏
み
、
楽
し
く
体
を
動
か
し
ま

せ
ん
か
。

■時 
①
　
月
　
日
蚊
②
　
月
　
日
画
・

10

16

10

21

い
ず
れ
も
午
前
　
時
～
　
時
　
分
。

10

11

30

■場 
中
央
公
民
館
（
大
森
）。

噛
講
師
…
飯
岡
佑
美
氏
（
エ
ア
ロ
ビ

ク
ス
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）。

■定 
各
回
　
人
。

30

■他 
運
動
で
き
る
服
装
で
室
内
シ
ュ
ー

ズ
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物
持
参
。

■申 
9
月
　
日
画
ま
で
に
、
住
所
・
氏

30

名
・
電
話
番
号
を
記
入
し
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
左
記
ま
で
（
先
着
順
）。

■問 
印
西
市
女
性
の
会
・
岩
崎
成
子（
緯

碓98 
2
4
8
7
・
胃
碓98 
0
1
4
1
）。

役
立
つ
！
中
高
年
齢
者
の

　
再
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
＆

　
　
　
　
　
生
活
就
労
相
談
会

　
千
葉
県
求
職
者
総
合
支
援
セ
ン

タ
ー
の
生
活
就
労
相
談
員
が
、
求
人

情
報
や
面
接
の
受
け
方
、
応
募
書
類

の
書
き
方
を
テ
ー
マ
と
し
た
セ
ミ

け
た
こ
と
が
な
い

▼
応
募
書
類
が
な
か
な
か
通
過
し
な

い▼
応
募
書
類
に
自
信
が
な
い

※
セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
、
ジ
ョ
ブ
カ

フ
ェ
に
登
録
の
企
業
求
人
情
報
一
覧

の
閲
覧
も
で
き
ま
す
。

■定 
各
時
間
2
人
（
合
計
　
人
）。

12

■申 
事
前
に
電
話
で
左
記
へ
（
開
始
時

間
は
第
3
希
望
ま
で
お
願
い
し
ま

す
）。

※
詳
し
く
は
左
記
へ
。

■問 
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
ち
ば
（
緯
0
4
7

―
4
2
6
―
8
4
7
1
）、
経
済
政

策
課
経
済
政
策
班（
緯
内
線
3
5
5
）。
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　木下まち育て塾では、10月30日蚊から吉岡まちかど博物館のリニューアル工事完成を記念して次の諸事
業を予定しています。なお、内容などについては、塾のホームページ、チラシ、ポスターなどで順次お知ら
せしますので確認ください（後援：千葉県教育委員会、印西市、印西市教育委員会、パルシステム千葉NPO
助成基金）。
怯企画展「川蒸気船銚港丸の誕生とその終焉　―船主吉岡七郎の活躍―」
■時 10月30日蚊、11月5日臥、6日蚊、13日蚊、27日蚊、12月3日臥、4日蚊、11日蚊、平成24年1月
7日臥、2月4日臥、3月3日臥・いずれも午前10時～午後4時（計11日間）。
■場 吉岡まちかど博物館（木下1484）。
怯「寺子屋吉岡」の開講（第一期生の募集）－明治24年築の歴史空間で木下河岸の歴史を学びませんか－
■時 10月30日蚊、11月6日蚊、13日蚊、27日蚊、12月4日蚊・いずれも午前10時～正午（計5回）。
※10月30日蚊は午前11時～午後1時。
■場 吉岡まちかど博物館2階「寺子屋吉岡」。
■定 10人程度（先着順）。
■費 受講料2,500円（資料代別途）。
■問 村越（緯碓46 7374・午後6時～9時）。
怯木下・六軒まちかど博物館＆川めぐり
■時 11月6日蚊・午前9時30分～12時30分。
■定 22人。
■費 受講料1,000円。
■内 中央公民館→川めぐり→瀧田まちかど博物館など→吉岡まちかど博物館（解散地点）。
■申 市民活動支援センター（胃碓49 4511）まで。
怯記念講演会
■時 12月11日蚊・午後1時30分～4時30分。
■場 中央公民館（大森）。
噛講師…松本隆志氏（印西地域史研究会）「吉岡家九代目宗右衛門（七郎左右衛門）の活躍」。
　　　　玉井幹司氏（物流博物館学芸員）「木下河岸と川蒸気船・通運丸」。
※事業などの問い合わせなどについては下記まで。
■問 村越（緯碓46 7374・■メール tyoukoumaru@yahoo.co.jp

・

■ＨＰ kioroshimachijuku.web.fc2.com）。
※電話は午後6時～9時。

「吉岡まちかど博物館」リニューアル記念事業を開催

　みなさんのあたたかい善意を心か
らお待ちしています。
■時 ９月２６日俄・午前10時～11時45
分、午後1時～4時。
■場 市役所1階ロビー。
　なお、安全な血液供給実施のため献
血条件などがありますので、問い合わ
せは下記まで。
■問 健康増進課総務班（中央保健セン
ター内・緯碓42 5595）、千葉県赤十字血
液センター渉外係（緯047― 457―
9927）。

滑▲千葉ニュータウン周辺に
残る自然の中をウオーキング
（写真は第25回のもの）

▲吉岡まちかど博物館の外観



■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

印西市役所緯碓42 5111　　http://www.city.inzai.chiba.jp

凡
例

支
払
い
。

■申 
　
月
7
日
画
ま
で
に
、

10
チ
ー
ム
名
・
チ
ー
ム
構
成

員
の
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号
・
年
齢
・
参
加
種
目

を
任
意
様
式
で
明
記
し
、

左
記
へ
。

※
市
内
在
勤
・
在
学
者
は
、

勤
務
先
ま
た
は
学
校
名
を

必
ず
明
記
す
る
こ
と
。

■問 
鳥
羽
（
〒
2
7
0
―
1

3
4
5
印
西
市
船
尾
1
0

7
1
・
緯
／
胃
碓46 
0
3
5

9
・
■メール in

zaib
ad
o
-th

@
e
tu
d
e
.o
c
n
.n
e
.j

p

）。
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
教
室

（
シ
ョ
ー
ト
テ
ニ
ス
・

そ
の
ほ
か
）

■時 
①
9
月
　
日
画
、　
月

30

10

7
日
画
②
　
月
　
日
画
、　
日
画
③

10

14

21

　
月
　
日
画
、　
月
4
日
画
・
い
ず

10

28

11

れ
も
午
後
7
時
～
9
時
。

■場 
①
い
に
は
野
小
②
滝
野
中
③
松
山

下
公
園
総
合
体
育
館
。

■対 
小
学
校
3
年
生
以
上
（
小
・
中
学

生
は
保
護
者
同
伴
）。

■費 
無
料
。

■他 
運
動
の
で
き
る
服
装
で
体
育
館

シ
ュ
ー
ズ
を
持
参
。

■申 
当
日
会
場
で
。

■問 
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
振
興
班
（
松
山

下
公
園
総
合
体
育
館
内
・
緯
碓42 
8
4

1
7
）。

白
井
市
・
印
西
市
共
催

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
（
団
体
戦
）

■時 
　
月
　
日
蚊
・
午
前
9
時
～
。

10

16

■場 
松
山
下
公
園
総
合
体
育
館（
浦
部
）。

■内 
メ
ン
バ
ー
ズ
の
部
。
オ
ー
プ
ン
1

部
・
2
部
。
そ
れ
ぞ
れ
男
女
別
3
ダ

ブ
ル
ス
1
チ
ー
ム
に
よ
る
団
体
戦

（
1
チ
ー
ム
6
人
以
上
）。

■対 
メ
ン
バ
ー
ズ
の
部
は
、
白
井
市
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
登
録
者
と
印
西
市

在
住
・
在
勤
・
在
学
者
で
中
学
生
以

上
。
中
学
校
は
1
校
2
チ
ー
ム
ま
で

（
オ
ー
プ
ン
に
限
る
）。

■費 
白
井
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
登
録

チ
ー
ム
お
よ
び
印
西
市
在
住
・
在
勤

・
在
学
者
の
み
で
構
成
す
る
チ
ー
ム

（
市
外
選
手
1
人
可
）は
3
街
0
0
0

円
。
そ
れ
以
外
の
チ
ー
ム
は
5
街
0

0
0
円
。
い
ず
れ
も
当
日
受
付
に
て

図
書
館
利
用
者
懇
談
会

　
市
民
の
み
な
さ
ん
に
親
し
ま
れ
る

利
用
し
や
す
い
図
書
館
を
目
指
し
、

「
利
用
者
懇
談
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

■時 
　
月
　
日
臥
・
午
前
　
時
　
分
～
。

10

15

10

30

■場 
小
林
公
民
館
。

■問 
小
林
図
書
館
（
緯
碓97 
0
0
0
5
）。

平成２３年（２０１１）９月１５日号（４）

胸
書
類
配
布
…
　
月
　
日
俄
～
　
月

10

17

11

　
日
画
。

11※
事
前
配
布
す
る
の
で
、
必
要
事
項

を
記
入
し
、
当
日
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

な
お
、
書
類
は
教
育
委
員
会
学
務
課

窓
口
・
各
幼
稚
園
で
配
布
し
ま
す
。

胸
受
付
日
時
・
場
所
…
左
表
参
照
。

※
予
約
は
行
い
ま
せ
ん
の
で
、
直
接
、

各
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

胸
入
園
資
格
と
定
員
…
右
下
表
参
照
。

※
受
付
人
数
が
定
員
数
を
超
え
た
場

合
は
、
公
開
抽
選
と
な
り
ま
す
。
そ

の
場
合
は
、
後
日
連
絡
し
ま
す
。

■他 
認
印
が
必
要
で
す
。
受
付
当
日
、

簡
単
な
面
接
を
行
い
ま
す
の
で
、
保

護
者
と
お
子
様
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
左
記
へ
。

【
個
人
面
接
・
入
園
決
定
】

　
学
務
課
よ
り
後
日
通
知
し
ま
す
。

胸
経
費
…
入
園
料
2
街
0
0
0
円
。

保
育
料
6
街
0
0
0
円
（
月
額
）。

※
も
と
の
幼
稚
園
年
少
（
3
歳
児
）

の
み
8
街
0
0
0
円
（
月
額
）。

※
入
園
料
・
保
育
料
の
納
入
は
、
預

金
口
座
振
替
で
行
い
ま
す
。

【
通
園
】

胸
大
森
幼
稚
園
…
保
護
者
が
責
任
を

持
っ
て
幼
稚
園
ま
で
送
迎
し
て
く
だ

さ
い
。
路
線
バ
ス
を
利
用
す
る
場
合

は
、
幼
稚
園
の
職
員
が
バ
ス
の
停
留

所
（
大
森
坂
下
、
大
森
小
学
校
前
）

ま
で
送
迎
し
ま
す
。

胸
瀬
戸
幼
稚
園
…
印
旛
地
区
内
で
は

幼
稚
園
バ
ス
の
運
行
が
あ
り
ま
す
。

胸
も
と
の
幼
稚
園
…
も
と
の
地
区
内

で
は
幼
稚
園
バ
ス
の
運
行
が
あ
り
ま

す
。

【
幼
稚
園
事
前
見
学
】

　
各
幼
稚
園
と
も
に
随
時
対
応
し
て

お
り
ま
す
。
日
程
な
ど
は
直
接
幼
稚

園
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問 
大
森
幼
稚
園
（
緯
碓42 
2
5
0
2
）、

瀬
戸
幼
稚
園
（
緯
碓98 
0
4
3
4
）、
も

と
の
幼
稚
園（
緯
碓97 
1
0
1
0
）。
学

務
課
学
務
班
（
緯
内
線
5
2
3
・
5

2
4
）。

　高齢者および自転車による事故が増えています。運転者は高齢者や子どもに保護意識
を持ち、交通ルールとマナーを守りましょう。
　シートベルトは全席着用が義務化されました。どの席に座っても、シートベルトを締め
る癖をつけましょう。チャイルドシートは正しく着用しましょう。
　また、夕暮れ時や夜間に外出する時は、明る
い服装や反射材を付け、暗がりでも目につくよ
うにしましょう。
【運動の重点目標】
①子どもと高齢者の交通事故防止
②夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗車中の交
　通事故防止
③全ての座席のシートベルトとチャイルドシー
　トの正しい着用の徹底
④飲酒運転の根絶

秋の全国交通安全運動9月21日我～30日画
9月30日は交通事故死ゼロを目指す日

～夕暮れは　早めのライトに　反射材～

胸募集日時と会場胸
会場期日

本埜支所 
第１会議室

11月1日峨
11月2日我

印西市役所
 ２０３会議室

11月7日俄
11月8日峨

印旛公民館 
視聴覚室

11月10日牙
11月11日画

※時間は午前９時～午後４時。

胸入園資格と定員胸

保育
年数

定員数年齢幼稚園

2年70人平成1９年4月2日～
平成２０年4月1日
生まれ

大森

2年105人瀬戸

3年105人平成２０年4月2日～平
成2１年4月1日生まれもとの

印
西
市
自
転
車
駐
車
場
の

　
　
　
　
　
　
　
指
定
管
理
者

　
市
内
有
料
自
転
車
駐
車
場
（
6
施

設
）
を
3
年
間
（
平
成
　
年
4
月
1

24

日
～
平
成
　
年
3
月
　
日
）
管
理
・

27

31

運
営
す
る
指
定
管
理
者
を
募
集
要
項

に
よ
り
募
集
し
ま
す
。

　
指
定
管
理
者
の
応
募
方
法
な
ど
は

次
の
と
お
り
で
す
。

胸
募
集
要
項
配
布
期
間
…
9
月
　
日
30

画
ま
で
。

胸
募
集
要
項
配
布
場
所
…
臼
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
渦
印
西
市
役
所
市
民
安
全

課
窓
口
。

※
窓
口
で
の
配
布
時
間
は
、
平
日
・

午
前
8
時
　
分
～
午
後
5
時
　
分
。

30

15

■申 
　
月
3
日
俄
（
当
日
消
印
有
効
）

10
ま
で
に
郵
送
、
ま
た
は
直
接
左
記
ま

※
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
は
不
可
。

■問 
市
民
安
全
課
市
民
安
全
班
（
〒
2

7
0
―
1
3
9
6
印
西
市
大
森
2
3

募
集

ス
ポ
ー
ツ

パート衛

 平
成
　
年
度
印
西
市
立
幼
稚
園

24

大
森
・
瀬
戸
・
も
と
の
幼
稚
園
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
園
児
募
集

そ
の
ほ
か

　
市
で
は
、
次
期
行
政
改
革
大
綱
お

よ
び
行
政
改
革
実
施
計
画
（
計
画
期

間
は
平
成
　
年
度
～
平
成
　
年
度
）

24

27

の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
素
案
が
ま
と
ま
り
ま

し
た
の
で
、
市
民
意
見
公
募
（
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）
を
次
の
と
お
り

実
施
し
ま
す
。

※
第
4
次
印
西
市
行
政
改
革
大
綱
お

よ
び
第
4
次
印
西
市
行
政
改
革
実
施

計
画
（
素
案
）
は
、
市
役
所
、
各
支

所
・
出
張
所
・
公
民
館
・
図
書
館
、

ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で

き
ま
す
。

胸
意
見
を
提
出
で
き
る
人
…
市

内
に
在
住
、
在
勤
ま
た
は
在
学
の
人
。

胸
意
見
提
出
の
方
法
…
9
月
　
日
27

峨
～
　
月
　
日
牙
（
必
着
）
ま
で
に
、

10

27

任
意
様
式
に
意
見
・
住
所
・
氏
名
・

連
絡
先
を
記
入
し
、
問
い
合
わ
せ
窓

口
ま
で
持
参
か
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

電
子
メ
ー
ル
で
提
出
く
だ
さ
い
。

※
氏
名
・
連
絡
先
な
ど
が
記
入
し
て

い
な
い
も
の
は
無
効
と
し
ま
す
。

　
な
お
、
提
出
に
要
す
る
諸
費
用
は

提
出
者
本
人
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

■問 
行
政
管
理
課
行
政
管
理
班
（
〒
2

7
0
―
1
3
9
6
印
西
市
大
森
2
3

6
4
―
2
・
緯
内
線
4
9
1
、
4
9

2
・
胃
碓42 
7
2
4
2
・
■メール g

y
o
u
k
a

n
k
a
@
m
l.c
ity
.in
z
a
i.c
h
ib
a
.

jp

 ）。　

 第
4
次
印
西
市
行
政
改
革
大
綱
お
よ
び

第
4
次
印
西
市
行
政
改
革
実
施
計
画
の
市
民
意
見
公
募
 

 ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

6
4
―
2
・
緯
内
線
7
1
1
～
7
1

3
）。　

　去る8月13日、印旛中央公園
で行われた「印旛ふるさと祭り」。
　市の合併記念事業として開催
されたこのイベントは、旧印旛村
時代から受け継がれてきた、地元
のみなさんにはおなじみのお祭
りで、今年で7回目を迎えます。
　当日、舞台イベントでは、よさ
こいソーランやバンド演奏、カラ
オケ大会などが催され、いずれも
大盛況。印西市商工会印旛支所
を中心とした屋台も開かれ、行列
ができていました。
　盆踊りが始まると、自然に人の
輪ができあがり、大人から子ども
までたくさんの人が参加。祭り
の締めくくりには、何発もの打ち
上げ花火が、夏の夜空を彩り、来
場者からも歓声が上がりました。

滑山﨑市長も駆けつけ、
浴衣姿であいさつ

▲さまざまな
イベントで会
場はおおいに
盛り上がりま
した

合
併
記
念
事
業
印印印印印印印印印印印印印印印印印印印印旛旛旛旛旛旛旛旛旛旛旛旛旛旛旛旛旛旛旛旛ふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるささささささささささささささささささささとととととととととととととととととととと祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭印旛ふるさと祭りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりが大盛況
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■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

凡
例

認
め
ら
れ
ま
す
の
で
税
務
署
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
9
月
　
日
画
ま
で
に
申
告

30

所
得
税
や
個
人
事
業
者
の
消
費
税
お

よ
び
地
方
消
費
税
に
係
る
平
成
　
年
22

分
の
確
定
申
告
書
を
提
出
し
た
人
で
、

振
替
納
税
の
利
用
者
の
振
替
納
付
日

は
、
平
成
　
年
　
月
　
日
俄
と
な
り

23

10

31

ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
震
災
特
例
法
の
内
容
や

震
災
に
伴
う
税
務
上
の
取
り
扱
い
に

つ
い
て
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
最
寄
り
税
務

署
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■問 
成
田
税
務
署
（
緯
碓28 
5
1
5
1
）、

国
税
庁
（
■ＨＰ h

ttp
://w

w
w
.n
ta

.g
o
.jp
/

）。

ミ
ニ
・
ガ
イ
ド

怯
キ
ャ
ン
バ
ス
の
会
油
絵
展

■時 
9
月
　
日
画
～
　
日
画
・
午
前
9

16

30

時
～
午
後
9
時
（
　
日
牙
は
休
館
）。

22

※
　
日
画
は
午
後
1
時
～
、　
日
画

16

30

は
午
後
3
時
ま
で
。

■場 
サ
ザ
ン
プ
ラ
ザ
（
原
山
）。

■問 
松
澤
（
緯
碓46 
1
5
4
8
）。

怯
市
民
ペ
タ
ン
ク
教
室
開
催

■時 
9
月
　
日
臥
・
午
前
　
時
～
正
午
。

17

10

■場 
木
下
南
公
園
。

■対 
　
歳
以
上
。

10
■費 
無
料
。

■問 
轟
（
緯
碓42 
8
4
0
2
）。

怯
犬
・
猫
　
譲
渡
会

■時 
9
月
　
日
蚊
・
午
前
　
時
～
午
後

25

11

2
時
。

■場 
Ｂ
Ⅰ
Ｇ
Ｈ
Ｏ
Ｐ
駅
前
ビ
レ
ッ
ジ
。

※
動
物
の
持
ち
込
み
不
可
。
動
物
の

引
き
取
り
は
一
切
し
て
い
ま
せ
ん
。

■問 
ど
う
ぶ
つ
福
祉
の
会
ア
ニ
マ
ル
サ

ポ
ー
ト
・
ノ
ア
（
■ＨＰ h

ttp
://asn

o
ah
.n
o
o
r.jp
/

）。

怯
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

　
災
害
対
策
本
部
の
運
営
に
携
わ
っ

た
人
を
講
師
に
招
き
、
基
本
的
な
知

識
に
つ
い
て
学
ぶ
講
座
。

■時 
　
月
8
日
臥
・
午
前
9
時
　
分
～

10

30

正
午
。

■場 
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
い
ん
ば
（
美

瀬
）。

■定 
　
人
（
先
着
順
）。

30
■費 
1
0
0
円
（
保
険
代
）。

■問 
印
西
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
緯
碓42 

0
2
9
4
）。

怯
船
穂
さ
わ
コ
ミ
バ
ザ
ー
＆
ス

テ
ー
ジ
発
表

■時 
　
月
　
日
臥
・
午
前
　
時
～
午
後

11

12

10

2
時
。

■場 
高
花
小
体
育
館
。

■内 
バ
ザ
ー
1
区
画
5
0
0
円
。
ス

テ
ー
ジ
発
表
無
料
。

■問 
船
穂
中
学
校
区
さ
わ
や
か
コ
ミ
ュ

テ
ィ
地
域
推
進
会
議
企
画
委
員
・
石

川
（
■携 
0
9
0
―
4
4
3
6
―
3
9

1
2
）。

怯
印
西
少
年
少
女
合
唱
団
2
学
期
生

を
募
集

■時 
毎
週
土
曜
日
・
午
前
　
時
～
正
午
。

10

■場 
サ
ザ
ン
プ
ラ
ザ
（
原
山
）。

■対 
お
お
む
ね
小
学
3
年
生
～
中
学
生
。

■問 
榎
戸
（
緯
碓47 
1
9
8
5
・
■メール in

za
ig
assh

o
u
d
an
@
y
ah
o
o
.co
.j

p

）。
電
話
は
午
後
6
時
～
。

怯
海
上
自
衛
隊
下
総
航
空
基
地

開
設
記
念
行
事

　
模
擬
店
な
ど
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
。

■時 
　
月
1
日
臥
・
午
前
9
時
～
午
後

10
4
時
。

■場 
海
上
自
衛
隊
下
総
航
空
基
地
（
柏

市
）。

■他 
新
鎌
ヶ
谷
か
ら
基
地
ま
で
無
料

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
運
行
。

■問 
海
上
自
衛
隊
下
総
航
空
基
地
広
報

室
（
緯
0
4
―
7
1
9
1
―
2
3
2

1
）。

怯
セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
抜

き
取
り
作
戦

■時 
9
月
　
日
華
・
午
前
9
時
～
　
時

23

11

　
分
（
雨
天
中
止
）。

30■場 
白
井
市
福
祉
セ
ン
タ
ー
前
。

■定 
　
人
（
先
着
順
）。
■費 
無
料
。

20
■他 
飲
み
物
、
長
袖
長
ズ
ボ
ン
を
持
参
。

手
袋
な
ど
は
用
意
し
ま
す
。

■問 
N
P
O
法
人
谷
田
武
西
の
原
っ
ぱ

と
森
の
会
・
斉
藤
（
緯
0
4
7
―
4

9
1
―
8
3
5
7
）。

怯
そ
ば
打
ち
体
験
教
室

　
地
域
の
熟
練
者
を
講
師
に
招
き
、

楽
し
い
そ
ば
作
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
。

■時 
　
月
3
日
華
・
午
前
　
時
～
午
後

11

10

1
時
　
分
。

30

■場 
手
賀
の
丘
少
年
自
然
の
家（
柏
市
）。

■定 
親
子
・
成
人
　
人
。

30

■費 
5
0
0
円
。

■申 
　
月
4
日
峨
か
ら
左
記
へ
（
先
着

10
順
）。

■問 
手
賀
の
丘
少
年
自
然
の
家
・
石
井

（
緯
0
4
―
7
1
9
1
―
1
9
2
3
）。

国
税
に
関
す
る
申
告
・
納
付

な
ど
の
期
限
（
一
部
被
災
者
の

み
な
さ
ん
へ
）

　
岩
手
県
・
宮
城
県
お
よ
び
福
島
県

の
納
税
者
の
う
ち
、
一
部
地
域
の
人

の
平
成
　
年
3
月
　
日
か
ら
9
月
　

23

11

29

日
ま
で
に
期
限
が
到
来
す
る
す
べ
て

の
国
税
の
申
告
・
納
付
な
ど
の
期
限

は
平
成
　
年
9
月
　
日
画
と
な
り
ま

23

30

す
。
　
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
災
害
な
ど

に
よ
り
、
期
限
ま
で
に
手
続
き
が
困

難
な
人
は
、
個
別
に
期
限
の
延
長
が

相
談

悩
み
ご
と
に
合
っ
た
相
談
窓
口
へ

　
千
葉
県
警
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
機

関
・
団
体
の
相
談
窓
口
と
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
結
ん
で
い
ま
す
。
犯
罪
被

害
の
未
然
防
止
や
安
全
相
談
は
、
最

寄
り
の
警
察
署
・
交
番
・
駐
在
所
・

千
葉
県
警
察
本
部
・
相
談
サ
ポ
ー
ト

コ
ー
ナ
ー
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

■問 
千
葉
県
警
察
本
部
相
談
サ
ポ
ー
ト

コ
ー
ナ
ー
（
緯
0
4
3
―
2
2
7
―

9
1
1
0
）。

※
平
日
・
午
前
8
時
　
分
～
午
後
5

30

時
　
分
。

15

税
金

　本市では、米の安全性・円滑な流通に資するた
め、国・県・生産者と連携した放射性物質検査を
市内７カ所で行いました。
　結果については「検出せず」となり、安全性が
確認されましたので、
出荷・販売・譲渡・贈
答ができます。
　消費者のみなさんも
安心してご購入くださ
い。
■問 農 政 課 農 政 班
（緯内線３７１・３７２）。

市内の新米の放射性物質
検査結果は「検出せず」

　
東
京
電
力
㈱
福
島
第
一
原
子
力

発
電
所
事
故
に
よ
る
農
産
物
の
損

害
は
、
左
記
の
と
お
り
賠
償
請
求

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
千
葉
県
に
お
け
る
「
東
京
電
力

㈱
が
賠
償
す
べ
き
損
害
は
、
次
の

①
お
よ
び
②
の
と
お
り
で
す
（
原

子
力
損
害
賠
償
紛
争
審
査
会
の
中

間
指
針
に
よ
る
）。

①
出
荷
制
限
指
示
な
ど
に
伴
う
も

の②
風
評
被
害
に
よ
る
も
の

怯
損
害
賠
償
の
申
し
出

胸
個
人
の
場
合
…
東
京
電
力
㈱
に

直
接
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

胸
J
A
西
印
旛
で
未
請
求
の
場
合

…
J
A
県
協
議
会
に
よ
る
一
括
請

求
へ
の
参
加
も
で
き
ま
す
。

※
損
害
賠
償
請
求
を
行
う
た
め
に

は
、
証
明
資
料（
各
種
資
材
な
ど
の

購
入
に
係
る
領
収
書
や
購
入
伝

票
）
な
ど
が
必
要
で
す
。

■問 
農
政
課
振
興
班
（
緯
内
線
3
7

4
・
3
7
5
）、
印
旛
農
業
事
務
所

企
画
振
興
課
（
緯
0
4
3
―
4
8

3
―
1
1
2
9
）。

原
発
事
故
に
よ
る
農
産
物
の
損
害
賠
償
請
求

　
市
民
相
互
の
交
流
・
Ｊ
Ｒ
成
田
線

の
活
性
化
、
な
ら
び
に
震
災
に
よ
る

東
北
地
方
の
復
興
応
援
を
目
的
と
し

て
「
印
西
市
民
号
」（
Ｊ
Ｒ
東
日
本

主
催
・
印
西
市
後
援
）
を
開
催
。

　
車
窓
か
ら
の
紅
葉
と
絶
景
の
露
天

風
呂
を
満
喫
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■時 
　
月
　
日
蚊
・
　
日
俄
。

10

23

24

■内 
大
内
宿
・
甲
子
ト
ン
ネ
ル
（
紅
葉

車
窓
）・
も
み
じ
谷
大
橋
な
ど
。
宿

泊
は
芦
の
牧
温
泉
・
大
川
荘
を
予
定
。

■定 
1
8
0
人
（
最
少
催
行
人
員
1
3

0
人
）。

■費 
2
9
街
9
0
0
円
（
申
込
金
1
人

1
0
街
0
0
0
円
、
残
金
は
　
月
　

10

20

日
牙
ま
で
に
納
入
）。

■申 
直
接
Ｊ
Ｒ
木
下
駅
窓
口
で
（
先
着

順
。
午
前
7
時
～
午
後
8
時
）。

※
グ
ル
ー
プ
参
加
は
、
代
表
者
が
ま

と
め
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
駅
の
窓
口
は
、
不
在
と
な
る
時
間

帯
が
あ
り
ま
す
（
要
電
話
確
認
）。

■問 
Ｊ
Ｒ
木
下
駅
（
緯
碓42 
2
9
8
3
）、

Ｊ
Ｒ
湖
北
駅
（
緯
0
4
―
7
1
8
8

―
2
0
1
5
）。

 「
印
西
市
民
号
」参
加
者
募
集

　
　
　
～
紅
葉
と
温
泉
の
旅
～

（５）平成２３年（２０１１）９月１５日号

 放
射
線
な
ど
に
対
す
る
市
の
対
応
に
つ
い
て

　
放
射
線
な
ど
の
問
題
に
関
し
、
印
西
市

と
し
て
は
、
安
心
感
を
高
め
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
す
る
取
り
組
み
が
必
要
と

の
判
断
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
の
利
用
す
る

施
設
を
優
先
に
、
放
射
線
量
の
低
減
化
に

資
す
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

怯
市
立
幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
、

保
育
園

臼
各
幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
、
保
育
園
の

放
射
線
量
を
定
期
的
に
定
点
測
定
し
、
公

表
す
る
と
と
も
に
、
放
射
線
簡
易
測
定
器

を
配
備
し
、
詳
細
に
測
定
す
る
。

渦
各
幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
、
保
育
園
に

積
算
線
量
計
を
配
備
し
、
人
に
対
す
る
積

算
線
量
を
測
定
し
、
公
表
す
る
。

嘘
各
幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
、
保
育
園
内

の
側
溝
な
ど
に
つ
い
て
、
清
掃
・
洗
浄
を

行
う
。

唄
各
幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
、
保
育
園
に

お
い
て
、
芝
生
の
刈
込
み
、
除
草
、
枯
葉

や
落
ち
葉
の
処
理
、
樹
木
の
 剪
定
 な
ど
の

せ
ん
て
い

日
常
の
清
掃
活
動
を
通
し
て
、
放
射
性
物

質
が
た
ま
り
に
く
い
環
境
を
整
え
る
。

欝
給
食
の
食
材
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
、

食
材
の
産
地
を
公
表
す
る
と
と
も
に
、
食

品
の
安
全
情
報
を
収
集
し
、
安
全
が
確
認

さ
れ
た
も
の
を
使
用
し
、
安
全
・
安
心
な

給
食
の
提
供
に
努
め
る
。

蔚
放
射
線
量
低
減
化
対
策
に
つ
い
て
の

実
証
実
験
を
行
い
、
そ
の
結
果
と
そ
の
後

の
推
移
を
踏
ま
え
、
放
射
線
量
が
市
内
で

相
対
的
に
高
い
校
庭
、
園
庭
か
ら
、
実
施

し
て
い
く
。

怯
私
立
幼
稚
園
、
保
育
園

臼
市
に
お
い
て
各
幼
稚
園
、
保
育
園
の
放

射
線
を
定
期
的
に
測
定
し
、
公
表
す
る
と

と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て
、
放
射
線
簡
易

測
定
器
の
貸
出
し
を
行
う
。

渦
人
に
対
す
る
積
算
線
量
を
測
定
の
た

め
、
各
幼
稚
園
、
保
育
園
に
積
算
線
量
計

の
貸
し
出
し
を
行
う
。

嘘
各
幼
稚
園
、
保
育
園
が
放
射
線
量
低
減

策
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
場
合
は
、
支
援

を
行
う
。

怯
公
園

　
通
常
の
管
理
業
務
の
中
で
放
射
線
量

の
低
減
を
図
る
と
と
も
に
、
放
射
線
量
低

減
化
対
策
な
ど
に
つ
い
て
の
実
証
実
験

を
行
い
ま
す
。

　
そ
の
結
果
と
そ
の
後
の
推
移
を
踏
ま

え
、
放
射
線
量
が
市
内
で
相
対
的
に
高
い

公
園
か
ら
、
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

怯
放
射
線
対
策
室
を
設
置

　
放
射
線
対
策
の
た
め
、
環
境
保
全
課
内

に
「
放
射
線
対
策
室
」
を
、
9
月
　
日
に

12

設
け
ま
し
た
。

煙
環
境
保
全
課
放
射
線
対
策
室
（
緯
内
線

3
6
6
～
3
6
8
）。

【
各
課
の
放
射
線
に
関
す
る
お
問

い
合
わ
せ
窓
口
】

煙
学
校
・
幼
稚
園
・
学
校
プ
ー
ル
・
学
校

給
食
に
関
す
る
こ
と
…
指
導
課
指
導
班

（
緯
内
線
5
3
1
～
5
3
4
）。

煙
保
育
園
に
関
す
る
こ
と
…
保
育
課
保

育
班
（
緯
内
線
2
2
1
～
2
2
3
）。

煙
公
園
に
関
す
る
こ
と
…
都
市
整
備
課

管
理
班
（
緯
内
線
7
4
6
・
7
4
7
）。

煙
農
作
物
に
関
す
る
こ
と
…
農
政
課
振

興
班
（
緯
内
線
3
7
5
・
3
7
6
）。

煙
健
康
相
談
に
関
す
る
こ
と
…
健
康
増

進
課
成
人
保
健
班
（
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

内
・
緯
碓42 
5
5
9
5
）。

　
花
千
葉
県
獣
医
師
会
と
苛
千
葉

県
動
物
保
護
管
理
協
会
で
は
、
捨

て
犬
・
捨
て
猫
な
ど
の
不
幸
な
動
物

を
な
く
す
た
め
に
、
不
妊
・
去
勢
手

術
普
及
助
成
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

■申 
9
月
　
日
峨
～
　
日
俄
（
当
日
消

20

26

印
有
効
）
に
左
記
へ
。

※
詳
し
く
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
記
載
。

■問 
花
千
葉
県
獣
医
師
会
（
緯
0
4
3

―
2
3
2
―
6
9
8
0
・
■ＨＰ h

ttp
://w

w
w
.c
p
v
m
a
.c
o
m
/

）、

苛
千
葉
県
動
物
保
護
管
理
協
会
（
緯

0
4
3
―
2
1
4
―
7
8
1
4
・
■ＨＰ 

h
ttp
://w

w
w
.c
-a
n
im
a
l.j

p

）。

犬・猫の不妊・去勢
手術普及助成事業
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8
月
　
・
　
日
の
一
泊
二
日
で
、

20

21

4
～
6
年
生
を
対
象
に
開
校
。

楽
し
い
ゲ
ー
ム
や
、
恒
例
の
お

化
け
屋
敷
な
ど
、
内
容
は
盛
り

だ
く
さ
ん
で
し
た
。
会
場
の
装

飾
や
看
板
、
作
り
物
な
ど
、
親

父
た
ち
の
職
業
や
特
技
を
活
か

し
て
、
毎
年
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ

プ
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
コ
ン
セ
プ
ト
は
「
親
父
が
楽

し
く
な
け
れ
ば
、
子
ど
も
も
楽

し
め
な
い
」
と
の
こ
と
。
そ
の

楽
し
そ
う
な
様
子
を
写
真
構
成

で
お
届
け
し
ま
す
。

　
ま
た
「
親
父
の
会
」
主
催
で
、

　
月
の
「
バ
ザ
ー
」、
正
月
休
み

10の
「
餅
つ
き
・
ら
く
が
き
大
会
」

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
、
先
生
方

の
協
力
の
も
と
、
毎
年
行
わ
れ

て
い
る
そ
う
で
す
。

も
知
れ
ま
せ
ん
。

　
印
西
市
の
東
に
位
置
す
る
六
合

小
学
校
は
そ
の
名
の
通
り
、
6
つ

の
地
区
か
ら
な
る
全
校
生
徒
　
人
99

の
小
さ
な
学
校
で
す
。
ス
ク
ー
ル

バ
ス
で
通
学
す
る
ほ
ど
の
広
い
学

区
の
た
め
、
以
前
は
保
護
者
同
士

の
繋
が
り
は
希
薄
で
し
た
。
そ
こ

で
6
年
前
、
当
時
の
学
校
長
と
P

T
A
会
長
が
発
起
人
と
な
り
、

「
六
合
小
・
親
父
の
会
」
の
結
成
を

呼
び
か
け
た
と
こ
ろ
、
多
く
の
保

護
者
の
賛
同
を
得
て
発
足
し
た
そ

う
で
す
。

　
第
5
回
目
と
な
る
今
年
の
「
エ

ン
ジ
ョ
イ
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
」
は

地
域
一
体
で
子
育
て
に
取
り
組
む

「
六
合
小
・
親
父
の
会
」
エ
ン
ジ
ョ
イ
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

今
日
だ
け
は
蝉
を
と
る
な
と
幼
き
日
母
か
ら
言
わ
れ
し
八
月
六
日

小
倉
台
　
　
　
森
本
由
美
子

夕
告
ぐ
る
鐘
鳴
り
く
れ
ば
今
日
も
ま
た
追
ふ
ご
と
く
し
て
犬
の
吠
え
は
じ
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
　
森
　
　
　
小
島
　
綾
子

孫
達
の
帰
り
し
後
の
し
づ
け
さ
や
屋
根
の
瓦
に
月
の
映
え
を
り

滝
　
野
　
　
　
川
辺
　
祐
子

雨
音
に
覚
め
た
る
 朝
 台
風
の
上
陸
せ
し
か
ラ
ジ
オ
引
き
寄
す

あ
し
た

内
　
野
　
　
　
岡
田
　
恒
子

一
本
の
添
え
木
に
伝
う
朝
顔
の
朝
日
を
浴
び
て
花
開
く
見
ゆ

　
多
々
羅
田
　
　
山
梨
　
正
義

鉄
塔
を
砦
と
な
し
て
 稲
雀
 

い
な
す
ず
め

木
　
刈
　
　
　
宮
下
　
諄
子

香
聞
け
ば
瀬
音
近
づ
く
夜
の
秋

小
林
浅
間
　
　
樫
本
聖
游
子

夕
風
の
揺
ら
す
 雪
洞
 風
の
盆

ぼ
ん
ぼ
り

内
　
野
　
　
　
葛
西
　
節
子

猛
暑
に
も
日
増
し
に
太
る
ゴ
ー
ヤ
か
な

大
　
森
　
　
　
石
井
　
章
夫

甲
子
園
喚
声
わ
き
て
夏
の
雲

小
倉
台
　
　
　
田
中
孝
二
郎

　
ま
す
ま
す
進
展
す
る
少
子
高
齢

化
と
無
関
心
社
会
。
こ
の
ま
ま
で

良
い
の
か
と
日
本
人
の
誰
し
も
が

思
っ
て
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
大
震
災
を
機
に
わ
た

し
た
ち
は
「
人
と
人
の
絆
」「
思

い
や
り
」
の
大
切
さ
に
、
改
め
て

気
付
か
さ
れ
た
の
で
す
。
今
回
の

レ
ポ
ー
ト
は
、
子
ど
も
の
教
育
に

父
親
も
積
極
的
に
参
加
し
、
同
時

に
地
域
の
絆
づ
く
り
に
も
貢
献
し

て
い
る
「
六
合
小
・
親
父
の
会
」

が
主
催
す
る
「
エ
ン
ジ
ョ
イ
サ

マ
ー
ス
ク
ー
ル
」。
こ
れ
か
ら
の

時
代
に
必
要
と
な
る
、
地
域
づ
く

り
や
子
育
て
の
ヒ
ン
ト
に
な
る
か

掲載情報は8月30日現在
架クリーン推進課クリーン推進班（緯内線383）

俳
句

五
十
嵐
正
雄
選

〈短歌・俳句をお寄せください〉
　一人一首または一句で未発表のもの。毎月２０日締め切り（必
着）です。投稿は、住所・氏名（ふりがな）・電話番号を明記の
上、秘書広報課広報広聴班まで。

短
歌

加
藤
惠
美
子
選

怯ゆずります情報（有料の物は希望価格）

怯さがしています情報

※詳しくは市ホームページをご覧ください

毎月5日は「ノーレジ袋デー」です。お買い
物にはマイバッグを持参しましょう。

　
印
西
市
に
は
、
も
と
も
と
4
館

の
図
書
館
が
あ
り
ま
し
た
が
、
合

併
後
2
館
増
え
、
現
在
6
館
の
図

書
館
が
あ
り
ま
す
。
今
回
は
そ
の

中
の
ひ
と
つ
、
小
倉
台
図
書
館

（
小
倉
台
4
―
5
）
を
訪
ね
、
毎

年
行
わ
れ
て
い
る
「
図
書
館
探

検
隊
」
に
つ
い
て
取
材
し
ま
し

た
。「
図
書
館
探
検
隊
」
と
は
、

小
・
中
学
生
を
対
象
に
、
館
内

を
見
学
し
た
り
、
図
書
館
の
仕

事
を
実
際
に
体
験
し
た
り
す
る

事
が
で
き
る
夏
休
み
の
体
験
型

イ
ベ
ン
ト
で
す
。
小
倉
台
図
書

館
で
は
、
平
成
　
年
の
創
立
以

12

来
、
毎
年
行
っ
て
い
る
そ
う
で

す
が
、
貴
重
な
体
験
が
で
き
る

た
め
人
気
が
高
く
、
今
年
は
受

付
開
始
後
　
分
で
定
員
に
達
し

10

て
し
ま
っ
た
そ
う
で
す
。

　
今
回
、
運
よ
く
参
加
で
き
る

事
に
な
っ
た
子
供
た
ち
は
、
は

じ
め
に
図
書
館
に
つ
い
て
の
ガ

イ
ダ
ン
ス
を
聞
い
た
後
、
み
ん

な
で
館
内
を
隅
か
ら
隅
ま
で
見

学
し
ま
し
た
。
解
放
感
の
あ
る

美
し
い
館
内
は
、
と
て
も
広
く
、

さ
ま
ざ
ま
な
コ
ー
ナ
ー
も
あ
る

の
で
、
ま
さ
に
探
検
を
し
て
い

る
か
の
よ
う
。
そ
の
後
は
、
一

般
の
人
は
普
段
目
に
し
な
い
書

庫
を
見
学
し
、
自
動
で
動
く
書

棚
や
蔵
書
の
多
さ
に
驚
い
て
い

ま
し
た
。
そ
し
て
い
よ
い
よ
図

書
館
の
仕
事
の
体
験
で
す
。
み

ん
な
緊
張
し
て
い
る
様
子
。
3

班
に
分
か
れ
て
①
貸
し
出
し
と

返
却
を
行
う
カ
ウ
ン
タ
ー
業
務

②
本
を
棚
に
戻
す
配
架
業
務
③

本
を
ビ
ニ
ー
ル
コ
ー
ト
す
る
作

業
、
を
順
番
に
体
験
し
ま
し
た
。

　
カ
ウ
ン
タ
ー
業
務
で
は
、
最

初
と
て
も
緊
張
し
て
い
た
子
ど

も
た
ち
で
し
た
が
、
そ
の
う
ち

に
笑
顔
で
手
際
よ
く
業
務
を
こ

な
し
、
頼
も
し
く
感
じ
る
程
。

本
を
借
り
る
人
た
ち
は
、
い
つ

も
と
違
う
か
わ
い
ら
し
い
ス

タ
ッ
フ
に
、
ほ
ほ
笑
ま
し
い
表

情
を
浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。

　
本
を
ビ
ニ
ー
ル
コ
ー
ト
す
る

作
業
で
は
、
持
参
し
た
自
分
の

本
に
、
専
用
の
フ
ィ
ル
ム
を
表
紙

に
張
っ
て
カ
バ
ー
す
る
体
験
を
し

ま
し
た
。
図
書
館
の
本
は
、
多
く

の
人
が
手
に
す
る
の
で
、
保
護
す

る
た
め
に
す
べ
て
の
本
の
表
紙
に
、

ビ
ニ
ー
ル
の
カ
バ
ー
を
施
し
て
い

ま
す
。
繊
細
な
作
業
な
の
で
、
子

ど
も
た
ち
は
戸
惑
っ
て
い
ま
し
た

が
、
ス
タ
ッ
フ
の
み
な
さ
ん
か
ら

丁
寧
に
教
え
て
も
ら
い
、
み
ん
な

上
手
に
張
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

作
業
を
通
し
て
、
普
段
か
ら
ス

タ
ッ
フ
の
み
な
さ
ん
が
本
を
気
持

ち
良
く
提
供
す
る
た
め
に
、
さ
れ

て
い
る
努
力
を
学
ぶ
事
が
で
き
た

よ
う
で
す
。

　
今
日
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
の

多
く
は
、
ま
た
来
年
も
参
加
し
た

い
と
の
こ
と
…
と
い
う
こ
と
は
、

来
年
も
ま
た
狭
き
門
に
な
っ
て
し

ま
い
そ
う
で
す
が
、
興
味
の
あ
る

人
は
ぜ
ひ
参
加
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。

▲木刈中女子制服▲冷凍冷蔵庫（要相談）▲勉強机（要相談・３千5百円）▲小林
中学校女子制服（夏・冬）▲電子レンジ（３千円）▲ロフトベッド（シングル用▲
液晶テレビの台（1千円）▲スイングラック▲セカンドバッグ（1千円）▲高級大
型和テーブル▲オートチックゲート▲ニンナニンナ。

▲天神幼稚園女子制服・体操服・かばん・帽子▲秀明八千代高校男子制服・体育用品
など▲しおん幼稚園制服・ジャージ（男・要相談）▲電子ピアノ▲ベビーベッド▲シ
ルバニアファミリーのおもちゃ▲補聴器（ボックス型）。

広報レポーター：
 美馬   光実 （戸神台）
みま てるみ 小倉台図書館

▲貸出カウンターでの業務では
ちょっと緊張気味の様子も

①看板も垂れ幕作りも印刷屋の親父ならではの楽しみ②TV番組を参考にした宝
探しゲーム「逃走中」③包丁使いも鮮やかに。カレー作りもチーム対抗④打ち上
げ花火も豪勢なのに、なんと仕掛け花火まで⑤恒例のお化け屋敷。過去に気絶し
てしまった父兄もいるとか⑥六合小・親父の会メンバーと先生のみなさん

▲ビニールコートを施す作業は本
を守るための大切な作業です

広報レポーター： 田中   宏 （高花）
たなか ひろし

臼臼

渦渦

嘘嘘

唄唄

欝欝 蔚蔚
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